
第17号本 高 同 窓 会 報平成 5年 6月 10日

平成5年度総会御案内
本度高等学校同窓会員各位

本産高等学校岡窓会会長 岡   祐  孝
言葉若薬のよい季節を迎えました。会員の皆様にはお元気にてご活躍の由、お慶び中し上げます。皆様方の

温かいご協力により始まりました母校創立70周年記念事業も滞りなく完了出来、その収支決算報告も来たる6
月19日の通常総会の帯_L発表させて戴く予定になっております。下記のように思師もご出席下さいますし、会
員ピアニストによるショパンのポピュラー曲の演奏もありますので、万障お繰り合わせの上ご出席下さいます
ようご案内中し_上げます。
11 時/6月 191ゴ(主1)午後 3時

場 所 //埼玉グラン ドホテル本庄(本鹿駅南甲)
内 容 /午 後 3時 通常総会、午後 4時 ティーパー

ティ(無料)

記念演秦会/ピ アノ演薬 久 閲木聡子 (高36回卒)
懇 親  会 /午 後4時30分 会 費 3,000円
御招待予定/恩 師 原 多導男、斎藤紀…問先生

ご

あ

い

さ

つ

第
六
代
同
窓
会
長
　
岡

祐

親
愛
な
る
岡
窓
生
の
皆
様
。

ご

健
勝
に
て
ご
活
盤
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
同
窓
会

に
対
す
る
平
素
の
ご
協
力
に
深
甚

な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、

先
破
母
校
創
立
七
〇
周
年
記
念
式

典
を
迎
え
る
に
当
り
、

同
窓
生
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

同
窓
会
と
し
て
は
、

記
念

事
業
に
関
し
、

時
節
柄
、

極
め
て

簡
素
に
取
組
む
予
定
で
お
り
ま
し

た
が
、

諸
般
の
状
勢
変
化
に
即
応

し
て
、

創
立
七
〇
周
年
の
記
念
事

業
は
、

同
窓
会
が
主
管
す
る
こ
と

に
決
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の

間
の
機
緯
は
、

皆
様
の
お
手
元
に

お
橿
け
し
た
募
金
趣
意
書
に
詳
細

に
記
載
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

早
速
、

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

創
立
七
〇

周
年
記
念
事
業
推
進
委
員
会
の
、

切
な
る
願
い
を
お
聞
き
届
け
下
さ

い
ま
し
て
、

多
額
の
ご
寄
付
、

ご

芳
志
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た
。

強
に
、

満
腔
の
感
謝
を
込
め
て
茨

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
も

一
偏
に
、

皆
様
方
の
母
校

愛
に
燃
え
る
ご
熱
意
と
、

後
護
の

指
導
育
成
に
対
す
る
真
準
な
普
意

の
発
露
と
思
わ
れ
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
貢
献
の
お
陰
で
、

所
期
の
目
的
歩
隼
露
一し
、

諸
識
的

を
無
事
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

次
に
、

立
派
な
記
念
誌
も

予
定
通
り
発
判
さ
れ
ま
し
た
。

六

百
買
を
超
す
内
容
の
充
実
し
た
出

来
栄
で
す
。

来
る
六
月
十
九
日
（土
）
に
は
恒

例
の
平
成
五
年
度
定
例
総
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

多
数
会
員
の
ご

来
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
四
年
度

事

業

報

告

４
年
４
月
働
母
校
入
学
式
に
出
席

０
７０
周
年
事
業
中
間
報

告
、

第
２
田
寄
付
要

請
を
金
会
員
対
象
に

行
う

働
近
擁
市
町
村
を
訪
問

記
念
事
業
協
力
安
請

５
月
　
今
緒
棟
工
事
契
約
締

挙
行
と
祝
賀
会
開
催
．

‐２
月
０
年
賀
状
発
送

の
記
念
誌
を
郵
送

５
年
１
月
働
７０
周
年
推
進
委
員
会

結
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
で
各
事
業
報
告
及
び

６
月
０
会
報
１６
号
発
行
　
　
一　
　
　
　
　
収
支
決
算
報
告
承
認

０
平
成
４
年
度
通
常
総

一　
　
　
　
の
母
校
へ
助
成
金
贈
ｉ

会
開
催
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
０
育
英
資
金
の
贈
車

７
月
０
企
業
等
に
記
念
誌
へ
一　
　
２
月
　
支
部
長
会
議
、

新
年

の
広
告
依
頼
　
　
　
一　
　
　
　
　
会
を
開
健

０
助
成
金
の
作
で
第
３
一　
　
３
用
働
新
会
貝
入
傘
式
開
催

阿
由
治
体
訪
問
　
　
一　
　
　
　
０
新
幹
事
の
委
嘱
と
懇

８
月
働
広
告
協
賛
企
業
の
原

一　
　
　
　
　
親
会
の
開
催

稿
と
料
金
の
集
金
　
一　
　
　
　
働
母
校
卒
業
式
へ
の
出

抑
月
　
中
高
通
絡
会
開
催
　
一
５
年
４
月
　
母
投
入
学
式
に
出
聴

狙
月
０
合
宿
棟
工
事
完
成
　
一　
　
６
月
働
会
報
１７
号
発
行

０
記
念
誌
の
製
本
完
了
一　
　
　
　
０
通
常
総
会
開
催

設
計

本
関
設
計

本
脚
　
位
好
南
１７

施
工

竹
並
建
設

竹
並
栄
一
部
併
２

食
堂
デ
ッ
サ
ン
　
中
野

　

収
南
４

一車一　　３２　　　　　階

０
新
幹
事
の
委
嘱

０
母
横
卒
業
式
に
出
席

な
お
本
部
役
員
会
及
び
事
務
用

会
は
毎
月
開
催
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伝
統
の
継
承
を
め
ざ
し
て

学
校
長

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
御
元
気

で
御
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
本
校
創
立
七
十
周
年
の

記
念
事
業
推
進
に
あ
た
り
、

格
別

の
御
協
力
を
頂
き
、

心
か
ら
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
記
念
式
血
へ
机
賀
会

も
滞
り
な
く
施
行
さ
れ
、

ま
た
、

立
派
な
記
念
誌
の
刊
行
、

合
宿
棟

の
整
備
、

食
堂
の
贈
改
築
等
七
十

周
年
記
念
の
大
事
業
が
完
成
い
た

し
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
、

岡
祐
孝
同
窓
会

長
様
は
じ
め
同
窓
会
役
員
の
方
々
、

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

後
援
会
の
方
々
、

地
域
の
方
々
の
献
身
的
な
ご
尽
力

の
賜
と
深
く
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

食
堂
は
御
陰
様
で
運
日
、

活
況

を
景
し
、

生
徒
は
発
し
く
活
用
Ｌ

学
校
生
活
が
潤
い
の
あ
る
明
る
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ゆ
っ
た
り
し
た
幾
間
一
明
る
い

採
光
一
機
能
的
な
厨
房
、

清
潔
な

食
器
と
、

媒
下
で
も
屈
指
の
食
堂
、

品
数
が
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
や
美
味

」
い
食
事
で
、

生
徒
や
保
護
者
か

ら
も
好
評
で
す
。

教
育
活
動
も
活
発
で
、

進
学
に

つ
い
て
は
、

本
年
二
月
卒
業
生
の

大
学
、

短
大
合
格
率
は
四
十
％
を

超
え
、

努
力
の
成
果
を
み
ま
し
た
。

ま
だ
、

往
年
の
レ
ベ
ル
に
は
い

ま

一
歩
で
す
が
、

諸
実
に
前
進
じ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

部
活
動
で
は
、

部
と
も
頼
張
り
、

ま
い
り
ま
し
た
。

運
動
部
、

文
化

成
果
を
あ
げ
て

卒
業
生
の
普
さ
ん
の
話
題
に
な

る
野
球
部
も
伝
統
の
復
活
を
目
ざ

し
運
日
練
習
を
重
ね
、
今
碁
は
県

北
大
会
を
勝
ち
、

県
大
会
で
大
密

東
高
に
惜
敗
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、

サ
ッ
カ
ー
、

卓
球
、
バ
レ
ー
、

バ

ス
ケ
ッ
ト
、

弓
道
、

陸
上
部
等
々

も
善
戦
し
、

古
豪
復
活
の
日
も
遠

く
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

吹
奏
楽
、

書
道
、

美
賀

演
劇
等
の
文
化
部
も
努
力
し
、

発

表
会
等
で
は
質
の
高
い
も
の
を
発

揮
し
、

力
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す

現
代
は
国
際
化
時
代
で
、

岡
窓

生
の
皆
様
も
世
界
各
地
で
、

ま
た

日
本
の
各
地
で
働
き
、

活
躍
し
、　

一
家
庭
を
営
む
こ
と
が
多
い
と
思
い

一
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

ま
す
。

故
郷
を
通
く
離
れ
、

は
じ

一
あ
る
と
去
う
ｃ

め
て
、

自
己
確
認
〓
発
見
が
切
笑

一　
今
ま
で
の
記
念
事
業
と
比
べ
て
、

な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
一
こ
れ
構
教
職
員
生
徒
全
員
の
為
に

時
に
、
日
本
の
良
さ
や
故
郷
の
心

一
な
っ
た
事
業
は
な
い
と
去
チ
話
じ

の
ぬ
く
も
り
が
思
い
出
さ
れ
、

母

一
を
聞
い
て
、

会
員
の
皆
様
始
め
地

中
菊
抑
中
中
夕
娘
申
中
中
中
貯
ギ

一
の
申
巾
中
【
↑
申
帥
果 っ な
中
印
中
中

私
も
母
校
本
庄
高
校
に
上
十
年

一
変
右
難
い
事
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

ぶ
り
に
戻
り
、

郷
土
の
厚
い
人
情

一

に
触
れ
、
感
激
し
ま
し
た
。　

　
一生
徒
会
長
と
し
て

伝
統
の
力
と
い
う
も
の
は
不
思

一

葬
抗

督

醤

建

蟹

一
　

岩

田

美

貴

諸
若
も
こ
の
伝
統
に
輝
か
し
い
二

頁
を
加
え
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
じ一　

私
の
生
徒
会
長
と
し
て
の
生
活

イ

ン

タ

ビ

ュ
ー

７０
周
年
記
念
事
業
の
メ
イ
ン
で

あ
る
新
食
生
の
評
判
に
つ
い
て
担

当
の
開
村
博
泰
先
生
に
お
講
じ
を

お
伺
い
し
た
。

が
集
ま
り
、

お
互
い
の
良
き
理
解

者
に
な
り
、

意
見
の
対
立
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
か
け
が
え
の

な
い
友
情
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ

れ
か
ら
人
の
や
さ
し
さ
を
知
り
ま

し
た
。

行
事
で
忙
し
い
時
、

は
げ

ま
し
て
く
れ
た
り
手
伝
っ
て
く
れ

た
り
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

自
主
的
精
神
に
満
ち
溢
れ
た
本

庄
高
校
生
徒
会
の
伝
統
が
い
つ
ま

で
も
続
く
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

友
達
づ
く
り

横

井

正

次

僕
は
、

高
年
の
資
格
と
友
進
を

つ
く
る
目
的
で
定
時
制
に
入
学
し

以
下
そ
の
要
旨
を
報
告
す
る
。

隅
食
堂
時
代
と
比
べ
る
と
断
然

」母
つ
こ
と
が
二
つ
あ
る
と
去
う
◇

一
つ
は
土
曜
日
の
利
用
者
の
激
増

で
あ
り
、

第
二
は
授
業
中
に
飲
食

物
を
求
め
て
校
外

へ
飛
び
出
す
生

徒
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
こ

と
で
あ
，
、

第
二
は
出
来
立
て
の

温
か
く
て
安
い
料
理
が
何
種
類
も

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
換

多
く
の
教
職
員
も
食
堂
に
や
っ
て

き
て
、

生
徒
と

一
緒
に
楽
し
く
食

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら

一
年
経
ち
、

学
校
生
活
に
も
慣
れ
、

卒
業
生
か

ら
新
入
生
ま
で
沢
出
の
友
避
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
度
生
徒
会
長
に

な
っ
た
の
で
い
替
が
楽
し
く
参
加

で
き
る
行
事
を
計
画
し
、

友
達
づ

く
り
に
責
献
し
た
い
と
思
い
ま
す

部
活
は
野
球
部
で
、

部
長
と
し

て
、

大
会
に
向
け
て
部
長
と
共
に

頼
張
っ
て
い
ま
す
。

和
を
重
ん
じ

る
チ
ー
ム
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

卒
業
ま
で
間
が
あ
り
ま
す
が
、

同
恋
会
を
通
じ
て
人
と
の
交
流
の

輪
が
広
が
る
の
が
楽
し
み
で
す
ぅ

平
成
五
年
度

当
初
人
事
異
動

（敬
称
略
）

【全
日
制
】

〔退
職
］

教
　
　
諭
　
新
井
栄
治

業
務
主
任
　
溝
水
勝
政

［転
出
０

教

諭

蕗

棄

鈴
木
安
津
子

岡
屋
義
之

井
日
茂
夫

山
本
康
夫

佐
藤
淳
子

徳
披
忠
司

柳
　
玲
子

渡
辺
せ
つ
子

足

信
寿

主 笑

任 助

「転
入
中

教
　
諭

小
測
孝
二

地
岡
正
人

実

　

助

鈴
本
笹
夫

南新

採

用

ロ

教

諭

小
林
幹
幸

桑
原
明
子

出
浦
尚
明

■ヽ

事

【定
時
制
】

市転
強
］

■ヽ
　

任

小
諜

格

中転

入

］

■ヽ
　
　
盗
　
深
醸
邦
夫

非
常
勤
講
師

【金
田
制
】

緒
野
玉
次

大
野
福
治

井
上
不
二
雄

古
橋
　
注

乗
松
雅
宏

澄
川
文
雄

須
藤
和
央

中
岡
　
天

堀
口
虚
概

イ
圏
み
ど
り

中
村
寿
成

岡
村
貫
美
子

【
定

時

制

】

神
原
秀
紀

野
田
二
恵
子

長
谷
川
秀
子
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娘

i立 正短大
2搬 学院短期大学
3跡 見学田短大
4帝 京女子短大
5鞠 文
6や 文字学験
?
8大 穀
9文 化女子短大
10駒 双婚夫
1 1鞠 貯 縛 翻
12目 白学園女脅短大
13電停車軍兜建軒将記ノヽ
1 4関犀 新 辞 務 秩
15嬌 玉撤貫編☆

1 6闘 隊 次
17新 島学園女脅綬大
18 】臣将峰寄報嵐醜負fF夕霊り(
1 9     歓
20申 ☆
21眼

22
23 夢峰I上期
24相朋学―i
25群 罵女平縛☆

26戸 競
27江 戸,11女強
28繭 抽
29 藩報白寺競
30曲 村女平短大
3ユ山殿 強
32 崩績打書張豆ジ(
33女 子栄撤
34尚 美学田短大
35

38解 鹸
37

3 8鉛 擦 期 改
39 雪浬わ夢ジ(☆拷え豆損呂
40青 山女平短大

41,li村女平短大
42帝 京短期大学
43帝 京Sr―

44鵜 謡 灘 強
45東京成後婦大
46 ジRけ飛
47 現R中母戦メく弓Fり旺調腐用
48日本瑠母好学搬
49日 本女子体育短大
60富 士短夫
51闘 靭 隊認 醐 簿
52 】と五江匁配ノ(
53朝 の星女子短大
54明 治大学短期大学
55立 鞠 夫

計

t S J

今
碁
の
進
路
状
況
は
別
表
の
通

り
で
あ
る
。

現
役
の
四
大
と
短
大

の
合
格
率
は
四
〇
％
で
、

平
成
二

空

一一
一
％
、

平
成
四
年
二
五
％
と

徐
々
に
上
昇
し
て
き
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
ま
だ
合
格
者
は
現
役

よ
り
浪
人
が
上
回
っ
て
い
る
。

浪

人
し
て
希
望
す
る
大
学
に
合
格
出

来
た
事
業
生
は
在
学
中
し
っ
か
り

授
業
を
受
け
て
い
た
生
徒
で
あ
っ

た
。本

校
で
は
、

進
路
指
導
の
充
実

の
た
め

一
年
か
ら
実
カ
テ
ス
ト
を

年
五
回
実
施
し
た
り
、

三
年
生
を

中
心
に
放
課
後
及
び
夏
休
み
に
補

習
授
業
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、

県
か
ら
は
進
学
指
導
推
進
指
定
を

受
け
、

進
学
に
向
け

一
ク
ラ
ス
を

二
分
割
し
て
授
業
を
行

つヽ
な
ど
じ

て
授
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、

地
元
中
学
校
と
の
違

携
を
深
め
る
た
め
に
学
校
説
明
会

等
を
実
施
し
て
意
思
の
疎
通
を
図

り
地
元
の
期
待
す
る
進
学
校
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

83摂 南大学
64千葉経済大学
韓 韓

名
名
名

86多 摩大学
67
68 西己掌予ノ(弓浄
69〕棟暖記紹戯斉メぎ済
70 】N】記将峯お寄ノ(q岸

名
名
名
名
名

7 1冴断 般
72 卿 縛
73日機 導域し将挙
74日本輔詠此終学
蝉 テ購 ジ(電津

名

名

名

名
名

7 6武済敦所六ご増を  ~
77 韓 僻
71北 星学田大学
79 】ヒロ巳ジ(弓津
78 韓

蜘 鰐

一名
名
名
名
名
名

81酪 農学田大学
82韓

3を立命館大学

名
名
私

以上私立4大 景+326名

28埼 韓
27女 子栄養大学
28中蝉
29 顛 韓
30

名
名

名
名
名

3 1
32日 學院大学
33コ !|メ辞
34般
35 !炉,ilジ(増洛

名
名
名
名
ゑ

38 招隅初母伊【点浮
37青山学院大学
38 翠寡程券ノ(弓岸
39中 央学院大学
聖0斯 韓

名
名
名

名
名

4 1期 蔚
4 2癖 贈 翔 韓
43 拐R伊平比六ご弓吉
44 嚇 ノ(弓津
埜_鍛

名
名
名
名
名

4 6 t嗣隅 済ノ辞   2名
47横 浜商科大学   i名
48岡 山理科大学   上 名
49学 習院大学    生 ‐

名
50京 都産業大学   1名
51九 州共立大学   1名
う2敬 愛大学     1名
53高 野出大学    よ 名
54札 親学院大学   i名

57湘 南大学     よ 名
58上 武大学     I名
59城 西国際大学   1名
豊住紬奈li位料大学  I名
Si消中
62聖 韓

名

名

今
春
の
進
路
状
況

目公立4大

1群 罵大学
2丹璃馳衆学
3九 州工業大学
4横 浜市立大学
5拝報‖再樹降整済大学

名
名
名
名
名

以上国公立 計  上2名

私立4大

1大 東文化大学   31名
2騨 歌 解    2 6名
3城 西大学     18名
4神奈,11大学   15名

11期 改 学    7名
12千中    7名
13足利工業大学   7名
14明治大学     7名

8日 本大学    14名
7国錦 簿   1 1名
8鶏 福 脚 韓   1 1名
8関東学園大学   8名

16嫡滋 碑韓  ~6名
1 7法政大学    8名

捕   :盆
21闘飯対浄1  5名
22女子美術大学   4名

号:鱗      !窪
25f腫夢辞     4名

公立短大

1埼玉県立衛生短大
2前糠市―
3範 潜持縮婦☆

許

公立縄大総計  s

卒業生の推移 (各卒業年の現役合格者等実数、_最近5ケ年
国公立 私立 短 大 翠緊Fg 就職 浪 人 卒業者 大 ・短進学率

平成元年率 ユ 5 9 61 7 1 2 7 20o 419 2 8 . 8 %
平成2年卒 2 7 6 7 7 7 3 10 176 414 37々 4%
平成3年 卒 8 5 6 7 1 81 16 196 428 3ユ .596
平成4年 卒 5 6 6 9 8 7 5 1 5 218 477 35.4%
平成5年卒 ユ 6 6 102 62 4 183 418 40.4%

り守ダせ9θい)
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高 高 高
5  4  3

親
愛
な
る
会
貝
の
皆
様
、

私
達
は
母
校
へ
の
寄
与
貢
献
と

会
長
相
互
の
親
隆
向
土
を
念
願
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
の
財
源
は
終
身
会
費
（壱
万
円
）を
主
と
し
て
お
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
未
納
の
方
の
御
協
力
を

お
願
い
中
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

終
身
会
費
ご
納
入
の
際
に

は
左
記
Ｈ
座
に
ご
入
金
下
さ
い
。

郵
便
局
振
込
同
座
番
号

東
京
一千
１
十
八
七
〇
二
〇

な
お
事
務
整
理
ｉ
、

出
来
る
だ
け
同
対
の
振
込
用
紙
を
ご

使
用
下
さ
い
◇

本
高
同
窓
会
役
員

一
同

野
崎
イ
チ

小
沢
八
重
子

競
警
百
恵

宮
関
祥
子

柿
沢
輝
彦
、

柳
沢
久
雄

森
田
栄

一
、

畑
中

”携

塚
越
忠
良

高 高 高
31 22 20

高
１９

敬率
称年

欝
納
入
者
芳
名

略別 !
V・

|
|
毎

平
成
４
・４
・
１
～
５
ｏ
３
●
３‐

中
８
　
鈴
木
理
民

や
９
　
石
川
虫
刊

中
１４
　
石
州
　
昇

中
１７
　
本
出
俊
二
、

立
野
一撃
二
、

出
中
秀
男

中
１９
　
小
川
昭
エ

中
饗
④

一尚
宮

守

中
２２
　
荒
非
　
威

中
２３
　
久
保
　
誠
、

強
瀬
洋

一

女
６

女
１６

女
１７

女
２３

高
２

渡
辺
　
寛
、

加
治
武
子

根
岸
篤
太
郎

高
６
　
原
　
忠
雄

高
７
　
清
水
暇
子
、

高
８
　
久
保
文
子
、

高
９
　
茂
本

一
夫
、

高
ｍ
　
渋
沢
勝
利
、

高
１１
　
野
中
容
帳

高
貶
　
大
木
和
恵
、

高
１３
　
一盟
膝
清
美
、

茂
木
靖
子
、

高
１４
　
青
橋
武
夫

高
１６
　
倉
本
重
八

高
１７
　
密
下
隆
幾

高
彊
　
薬
原
章
雄
、

守
山
卦
感
子

高
野
碁
殺
↓、

菜
田
初
枝

瀬
戸
い
づ
み

小
林
み
ど
り

角
田
直
樹

板
垣
律
夫

馬
渡
久
代

川
部
節
子

青
木
眠
夫

横
内
広
子

長
谷
川
典
男

東
下
畠
由
、

戸
谷
明
夫

問
庭
ヨ
リ
子

矢
島
と
み
子
、

萩
原
幹
郎
、

駆唇字害 薦 轟轟窮
大
沢
公
昭

森
問
　
誠

小
林
美
津
代

山
本
陽
子

諸
岡
英
夫

間
庭
豊
樹

神
長
金
委

石
倉
正
明

根
岸
孝
夫

納

入

状
況

昭
和
五
〇
年
の
持
田
直
前
会
長

時
代
の
総
会
に
て
承
認
決
定
さ
れ

た
終
身
会
費
納
入
制
度
は
、

そ
の

後
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、

平
成
五
年
二
月
二
十

一
日
現
在
、

終
身
入
義
風
轡
（
密
数
が
■
、

六
ｉ

七
名
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。
し
か

し
会
長
総
数
よ
り
み
ま
す
と
ま
だ

ま
だ
で
す
の
で
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

平
成
五
年
二
月
卒
業

爺
幹
事
）

夕
７
ス
氏
名
　
　
帝豊
ｍ

（〇
四
九
五
は
密
略
）

１
　
橋
本
大
輔
　
（２‐
）八
八
王
四

苦
田
感
里
　
（２‐
）五
六
五
エ

２
　
大
池
　
洋

（〇
四
八
五
）

（７３
）
七
五
四
人

③
松
本
☆
子
　
（２‐
￥
一九
七
三

３
　
金
井
優
治
　
（２‐
）七
六
六

】

桑
原
　
泉
　
（２４
Ｉ

七
二
六

４
◎
酒
井
　
誠

（〇
四
人
五
）

（２３
Ｉ
ハ
五
六
六

平
森
エ
ミ
子
（２４
▼
ハ
八
王
九

・う
　
中
島
　
悟

（〇
四
八
五
）

（３６
▼
ご
ｆ
（
五

江
利
川
弘
美

（〇
四
人
五
）

（７２
）
〇
五
王
四

忠尋
水
朋
和

（〇
四
八
五
）

（７２
）
０
〇
二
五

坂
Ｈ
典
子
　
（２‐
）九
四
九
六

新
井
洋

一

（〇
四
八
ｉ
）

（２４
Ｉ
ハ
四
九
八

溝
水
優
子
　
（３３
Ｉ
ハ
五
〇
六

鈴
木
健
大
　
（２２
）
四
七
二
五

開
根
妙
子
　
（２‐
ご
一人
五
〇

湯
本
出
孝

〈①
四
八
抗
）

（７‐
ｒ
一四
五

一

小
泉
朋
子
　
（２‐
）九
〇

一
〇

定
　
江
原
正
樹
　
（２‐
）〇

一
六
三

年
久
保
幸
恵
（２２
）五
〇
二
五

※
主
た
る
幹
事

（１
組
～
９
組
の

中
か
ら
代
表
☆

男
女
各

一
名
）

に
は
③
印
を
つ
け
る
。

，
Ｗ
ネ

ー
甘

韓

む

守
携

◆
ふ

け
ふや

ふ
や

本

部

役

員

Ａ
丁
立
Ｗ
●
Ｔ
Ａ
Ｔ
止
Ｔ
Ａ
Ｔ
魚
Ｉ
点
Ｔ
止
▼

△
ム
　
長
　
岡
　
祐
孝
　
中
９

副
会
長
　
一立
川
大
作
　
中
９

副
会
長
　
竹
並
栄

一
郎
　
併
中
２

醐
会
長
　
古
―――
建
治
　
一局
２

刺
会
長
　
浦
水

箕
　
中
１９

副
会
長
　
小
淋
　
再脚　
高
１２

醐
会
長
　
商
本
敏
子
　
女
８

副
会
長
　
琢
越
寿
衛
　
一出
２

副
会
長
（教
頭
）
飯
島
輝
雄

肯阿
１１

醐
会
長
（教
頭
）
小
櫨
俊
夫

会
計
　
一戸
谷
会
苑
　
一確円
１

会
計
　
江
原
満
帯
　
一向町
４

監
事

斎
藤
淑
人
　
一品
１０

監
事

内
野
ヨ
シ
エ
　
女
１６

顧
間

塩
凝
英
雄
　
中
２

頼
問
（校
長
）

坂
本
　
博
　
一品
７

スローガン
1.名誉ある歴史と伝統に輝 く母校を愛 じ母校
の発展に寄与 しよう。

|.本 高同窓会の旗の下に結集 し、地域に香 り

高い文化の花を咲かせよう。

|.人 間関係を大切にし、会員相互間に親睦の

輪を拡げよう。

|・組織を整備強化 し、機能的な連絡網を拡充
して、同窓会の活性化を図ろう。

1.建 学の精神を尊重 し、後輩の指導育成に努
めよう。

や

キ
ー
ー
キ
ホ

字
を
され

支

部

役

員

経
―
守
韓
３
甘
恐
８
す
点
―
寸

■
Ｔ

1 1藤 朝 諏 末 商 照 台 本 七 |ュ伸 泉 常
旭      日      本         車 r

手 I樹町 訪 広 H r r  t t f町町 服r  t t  H l‐田r本

北

　

泉

円
倉
義
久

中
ｎ

今
　
　
井
　
岡
拝
鶴
五
郎
　
中
１０

児
　
　
二
　
十
田
建
治
　
一向
２

美
　
　
里
　
本
山

一
三
　
一角
３

神
　
　
川
　
金
井
久
山
　
中
２２

神
　
　
泉
　
新
井
従
信
　
中
１５

土
　
　
盟
　
荒
井
拓
次
雄
　
中
１１

岡
　
　
部
　
茂
木
　
鑑
　
中
１４

寄
　
　
唇
　
朝
比
奈
俊
雄
　
中
９

深
　
　
谷
　
浦
水
　
数
　
中
１９

熊
　
　
谷
　
西
村
茂
雄
　
中
１７

県
庁
県
南
　
中
糖
武
夫
　
高
５

伊

勢

時
　
苦
澤
唯
志
　
一尚
ｎ

新

　

町
　
山
口
仁

一　
中
Ｍ

束

　

一ネ

宙
ｍ
二
郎

中
４

本
庄
市
役
所
　
小
林
　
出脚　
一尚
１２

エ
ー
ザ
イ
　
常
木
茂
刊
　
一申，↓・ｊ５

沖

電

気
　
村
聞
徳
英
　
一品
１５

都
市
教
職
員
　
縮
品

熊

一い円
想

（支
部
長
）

栗
村
龍
男
　
中
１６

竹
並
栄

一
郎
併
中
２

中
＝
脩

一　
中
１９

境
野
　
金
　
高
２

町
田

一
徳
　
高
５

鈴
木
浦
司
　
中
２‐

松
本
敬

一　
定
１

飯
野
利
衛
　
中
１９

村
醐
敬
次
郎
　
中
２２

野
枝
直
治
　
一申
わ

井
上
品
幸
　
中
２２

内
藤
　
明
　
高
３

荻
野
　
満
　
中
８

網
島
好
正
　
一尚
３

戸
塚
本
和

中
３


